
１．部落問題研究の盛衰

1981年３月、私は大学の史学科を卒業した。卒論

題目は「高松差別裁判糾弾闘争」。史学科卒業のう

ち現代史専攻は12人で、このうち私を含む４人が部

落問題を卒論のテーマにとりあげて卒業した。現代

史専攻といっても、カバーしている範囲は広く、ラ

テンアメリカやヨーロッパなど、世界中を相手にし

ている中での、部落問題４人。まさに、部落問題研

究の「黄金期」だった。少し先輩にあたる、和気隆

さんの論文「水平社解消論」（『部落解放研究』16

号、1978年12月）も卒論で、その年度で最も優秀な

卒論のひとつであったそうである。

当時は、狭山差別裁判闘争がきっかけとなって、

いろいろな市民団体や学生運動が部落解放運動にぞ

くぞくと参加してきていた時期で、同和事業も上り

坂の時期でもあった（予算的にみると、ピークは

1984年で、国と地方自治体あわせての、年間の同和

予算は約8000億円にのぼった）。全国の大学には、

無数の部落解放研究会があり、活発な活動をくりひ

ろげていた。

その後、学生運動が低迷する中で、全国の学生部

落研活動も1980年代の半ばごろには、ほとんど開店

休業状態に陥った。そして、部落問題を卒論に書い

て卒業していく人も、昔に比べてずいぶん少なくなっ

た（これは、私の個人的体験からの推測で、どれく

らい減っているかは定かではない）。

しかし、部落問題研究は、もうされつくされてし

まったのだろうか。私は、そうではないと思う。確

かに、今まで、膨大な研究がなされては来たのだが、

それらは概して解放運動の教育・宣伝活動にそった

内容で、運動からの距離をおいた、「客観的な」研

究は、最近始まったばかりといってもいい。運動と

表裏一体の研究もそれなりの存在価値はあるが、そ

うした研究は、運動の衰退とともに忘れ去られてい

くもので、アジびらと似たような運命をたどるしか

ない。

２．歴史研究の視座

歴史研究で考えても、研究はこれからだ。たとえ

ば、そもそも部落差別の起源は何に由来するのか、

あるいは被差別部落という集団はどうしてできたの

かという研究も、まだ始まったばかりで、私自身、

すっきりした結論にはたどりつけていない。それも

そのはずで、横井清氏や落合重信氏などのごく少数

の人が、今の中世起源説につらなる研究をされてい

たとはいえ、それらは黙殺されるか悪くすれば禁圧

の対象となるのが関の山で、教育現場での需要とも

なればまったくなく、長い間、近世権力・幕藩体制

が成立したときに政治的な目的で支配の道具として
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作られたという、今となっては普通の研究者は誰も

信じていない「近世政治起源論」の枠組みにかなり

しばられていたのである。

近代の研究もそうで、私の世代がやっていた研究

は、水平社運動はりっぱで、糾弾は正しく、あとは

それらの功績を証明し顕彰するというニュアンスが

強かった。また、その反対に近代国家は悪で、差別

の元凶・張本人であるとするようなスタンスで研究

がなされてきた。しかし、最近の朝治武氏の一連の

研究に触れて、私はいかに水平社運動の研究も、限

られた視点、あるいは、左翼的偏見でやってきたか

を痛感させられた。たとえば、「創立期全国水平社

と南梅吉（上）（中）（下）」（『京都部落史研究

所報』10-12号、1999.7-2000.1）で、朝治氏は全国

水平社の初期の財政を明らかにし、初代委員長南梅

吉が水平社の組織活動などのためにつくった莫大な

借金にたいし、有馬頼寧（旧久留米藩主有馬家の長

男で、のち伯爵、貴族院議員）が6700円という巨額

の支援を与え、その後も、京都の保守政治家（主に

憲政会）が南にさまざまな援助をあたえたことを論

じている。確かに、掛谷宰平、秋定嘉和、藤野豊ら

諸氏による有馬に関する先行研究があったのだが、

私は彼の功績などは、エピソードか伯爵家ボンボン

の道楽ぐらいにしか考えておらず、水平社の屋台骨

を支えるほどの金額と援助内容であるという認識に

は至らなかった。水平社創立にあたった米田富さん

から、有馬が関西方面を列車で通過するたびに、通

過駅まで歓迎に行って、しばしばカンパを受け取っ

ていたことを私自身聞いていたのだが、左翼的偏見

がわざわいしてか、そうしたことをしっかり研究す

る気がなかったのである。

また、朝治氏は、「全国水平社の組織原理」（『大

阪人権博物館紀要』４号、2000年）で、全国水平社

の規約を詳細に検討している。水平社運動を研究し

ながら、今まで規約を細かく検討したことのなかっ

た自分の不勉強を恥じるばかりであるが、水平社の

規約が時々の改正によって６種類もあることをはじ

めて知った。規約の検討などは、組織の実態を明ら

かにする基本中の基本であるはずなのだが、私もし

てこなかったし、他の人もおそらくやっていないと

思う。それほど、基礎的研究に穴がある。

私が、卒論を書いたころは、まだまだ社会運動研

究の中で、「獄中18年史観」、すなわち、天皇制に

反対して闘った徳田球一など、三・一五事件（1928

年）で逮捕され非転向を貫いた共産主義者を基準に

して、すべてを評価するという傾向が強く、社会民

主主義者の功績を評価することでさえ、渡部徹・秋

定嘉和氏らごく少数の研究者がなしえた程度だった

ので、それより「右」の人々の功績など、まったく

過小評価していたのである。

こんな有様だったので、水平社と対立した融和運

動や融和事業の評価も、概して過小評価しており、

1951年のオールロマンス事件をきっかけに、運動が

同和事業を要求するまでは、なにほどのことも行政

はしていないし、する気もなかったという先入観が

強かったように思う。しかし、師岡佑行氏の「幻の

住宅建設計画―戦時下京都市融和事業の挫折― 」

（『京都部落史研究所紀要』８号、1988.3）で明ら

かなように、京都市の歳入額が2300万円の時に、総

額2000万円に達する不良住宅地区計画の10ヵ年計画

を策定した京都市の融和事業は、かなりの本気とい

わねば公平を欠いた評価といわなくてはならない。

しかし、行政の融和事業に最初から低い評価を与え

ていたので、融和事業の実証的研究はまだまだこれ

からである。たとえば京都府立総合資料館には、膨

大な行政文書が残されており、融和事業に関しても、

細かい工事の実施計画や仕様書などが含まれている

が、それらが、どの程度部落の改善に貢献したかな

どの研究はほとんど手付かずの状態である。今まで

の様々な行政施策の功罪を明らかにして、今後の社

会政策を考えていく上では、重要な作業だろう。

３．社会学的・政治学的アプローチ

以上は、歴史学からみた部落問題研究の今後であ

るが、政治学や社会学研究からみると、さらに部落

問題は未開拓の領域である。従来から、オルソンの
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集合行為論、スメルサーの集合行動論、相対的剥奪

論、構築主義、「新しい社会運動」など、先進資本

主義国における社会運動については、多くの研究が

なされてきており、成果もあげている。そして、日

本でもそれらの翻訳がたくさん出されているのみな

らず、日本に適用した様々な論文が発表されている。

しかし、研究対象としているのは反公害運動であっ

たり、有害図書禁止運動であったりはするのだが、

部落解放運動を対象にしている研究は皆無に近い。

その結果、部落解放運動研究の理論的基礎は、あい

かわらず窮乏革命論という素朴でマルクス主義的な

解釈を出ない。つまり、差別・抑圧への反撃・反発・

反動としてしか、部落解放運動を理解できず、心理

的要因や経済的利害は分析対象からはずれてしまっ

ている。また、その結果、運動団体も自分たちを客

観的に映す鏡を持つことができず、運動の長期的展

望を考える上での理論的助けを借りることができな

い。

たとえば、オルソンが『集合行為論』の中で検討

していることは、部落問題研究の立場から、たいへ

ん興味深いものである。普通、社会運動というもの

は、そのグループの共通利益を実現するため（たと

えば、労働組合は労働者階級の待遇改善）に存在す

ると、通俗的には理解されている。しかし、運動の

結果もたらされる利益（たとえば賃上げ）は、運動

に尽力しなかった人にも供給されるという、フリー・

ライダー（ただ乗り）問題が発生する。これを部落

問題にあてはめると、同和事業の窓口一本化（運動

に加わった人、たとえば同和住宅を建てるために、

行政との交渉に参加した人にのみ、運動の成果を分

配する）などは、上記のフリー・ライダー問題への

一つの対策であって、それ自身がいけないことであ

るとは必ずしもいえず、むしろありうべき方策であ

ると考えられる。これを批判する共産党系の人々は、

利権団体のひとりじめであると批判し、部落解放同

盟は、同和事業は手段で、部落完全解放が目的であ

るという立場を表明して、激しく対立してきたこと

は周知のとおりである。ここでは、その当否はさて

おくとして、さまざまな社会運動が、どのような利

益を追求しようとするのか、そしてその際、フリー・

ライダー問題をどのように解決しようとしてきたの

かは、アカデミックに検討する価値のあることであ

る。

紙数の都合で、他の社会運動理論の紹介は省くが、

これまでになされてきた社会運動の研究は、部落解

放運動研究に応用できるものがたくさんありながら、

それがなされてはこなかった。こうしたことも、歴

史の分野と同じく、これからの課題である。

この他にも、部落問題に関する文学の研究、ある

いは部落問題と宗教の関係等々、今までの枠組みを

乗り越えなければならない研究領域は、広範囲にわ

たる。

４．資料センターの説明会

部落問題研究はこれからまだまだ発展する余地が

あるし、また発展させて次の時代のよりよき社会建

設に役に立てたいものだ。

そこで、当センターとしては、近日、できれば５

月のゴールデンウィーク明け頃に、部落問題（ある

いは、関連した分野）で、卒業論文、修士論文、博

士論文など、研究論文を書こうとされる方を対象に、

所蔵資料の説明会を開催しようと考えている。当セ

ンターには、部落問題関係の図書が１万5670冊、京

都市の行政関係資料を中心とする近代史料が613点、

京都府下の同和地区に残されていた古文書などの近

世史料が7737点、その他、写真資料や聞き取りテー

プ、年表カードなど、膨大な史料が自由に閲覧でき

るように整理されている。ただ、あまりに膨大なた

め、どうぞご自由にとすすめられても、途方に暮れ

てしまう分量ではある。それを研究に生かせるよう

に、系統立てて、大まかなアウトラインを頭に入れ

ていただこうという企画である。詳細は、追って広

報しますので、その節は、多くの学生、院生、研究

者の方々が参加してくださいますよう、お願いしま

す。もちろん、一般の参加も歓迎です。
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京都新聞（2000年１月20日）の「話題の映画『あ

んにょんキムチ』来月、関西で初公開」という記事

に釣られて、2000年２月19日に洛陽教会の地下ホー

ルでおこなわれた上映会にいった。この映画の監督

で主人公の松江哲明は、５歳の時に家族とともに日

本国籍になっているが、祖父の松江勇吉（劉忠植）

は言語上の問題から日本国籍が認められなかったと

いう。『あんにょんキムチ』は松江監督が８年前に

死んだ祖父のことを調べるドキュメンタリー映画で、

親戚や祖父の友人へのインタビューや韓国の祖父の

故郷への訪問などで構成されている。日本映画学校

の卒業制作作品で、山形国際ドキュメンタリー映画

祭などで受賞している。

映画が始まって数分後、期待に胸を膨らませてい

た私は失望感に襲われていた。「卒業制作なので、

しょうがないか」とも思ったが、入場に2000円近く

も払っていたために、「金とってみせる映画じゃな

いよ」と愚痴りたくもなっていた。なんとか元を取

ろうと頑張ったが、土曜の昼下がりでもあり、１週

間の疲れと共に、生あくびを連発していた。「在日」

青年が自らのルーツを探すドキュメンタリーは何本

が観たことがあるが、最も出来の悪いものだった。

間延びしたインタビューが延々と続いたり、話者が

体を動かすと顔が画面から半分はみ出すなどの素人

としか思えない撮影と編集である。民団の集会で、

松江監督がワンテンポ遅れて「マンセー」をするシー

ンや祖父の墓の前で、苦手なキムチを食べて吐き出

すシーンは笑いをとるために撮られたのだろうが、

白けてしまい笑う気力もおこらない。ラストシーン

は、親戚に日の丸と大極旗を持たせ、どちらに帰属

意識を持つかを選ばせるのであるが、国家という枠

組みでしか帰属意識をとらえられない、お粗末な考

え方を露呈しているようだった。

１時間ぐらいでたいくつな映画が終わり、松江監

督のトークが始まった。実によくしゃべる。3,40人

ほどいた観客はトークに聞き入っているようなので、

『あんにょんキムチ』は実は素晴らしい芸術性をは

らんだ作品で、それを理解出来ないのは私だけなの

ではないかと不安になっていった。しかし、「金とっ

てみせる映画じゃないよ」と感じていたのは私１人

ではなかった。松江監督のトークが切れた時、初老

の婦人が発言をした。「松江さん、ＮＨＫで『日本

映像の20世紀』というドキュメントを放送している

のご存知ですか。一度、ご覧になったらよろしいと

思いますよ、大変参考なりますよ」と。私はおもわ

ず「キッツー」と声を漏らしそうになったほど、京

都らしい皮肉たっぷりな言い回しだった。私同様の

感想を持った観客がいたことに安堵して、松江監督

のトークが続く会場を後にした。

『青～chong～』という劇映画も観に行った。こ

の映画も『あんにょんキムチ』同様に、日本映画学

校の卒業作品として李相日監督が制作したもので、

第22回ぴあフィルムフェスティバルでグランプリを

受賞している。ＮＨＫ教育の「にんげんゆうゆう」

で「シリーズ ぼくらコリアンジャパニーズ／朝鮮

高校の青春～映画『青chong』～」（2000年10月31

日放送）と題して、李監督と映画評論家で日本映画

学校の校長を務める佐藤忠男が出演し、この映画の

解説とダイジェスト版が放送された。この放送にま

た釣られて、2000年12月８日に「ぴあフィルムフェ

スティバルin関西2000」の大阪会場である扇町ミュー

ジアムスクエアに『青～chong～』を観にいった。

朝鮮高校の野球部のエースを中心に、彼の周囲でお

こる出来事を描いた青春映画である。姉が日本人の

恋人を両親に紹介するが総スカンをくらい、突然決

まった高野連加盟で嫌々試合をするがあまりにもレ
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ベルが違いすぎるために惨敗し、片思いの幼馴染が

日本人と付き合っているためにクラスでいじめにあっ

たり。

映画を観る前は、『あんにょんキムチ』の後遺症

もあり今回も期待を裏切られるものではないかと、

内心ヒヤヒヤしていた。しかし、『青～chong～』

は予想以上に優れた映画だった。李監督は映画が娯

楽だということをよく知っていて、観客を飽きさせ

ない工夫が凝らされている。オープニングから面白

い。主人公たちが不良にからまれて、「チョン高の

名前出せば、俺らがビビるとでも思ってんのか。証

拠でもあるのか？」と言われ、外国人登録証を取り

出すのである。思わず爆笑したが、会場で笑ってい

るのは私だけだった。コミカルに速いテンポで描く

シーンとゆっくりと内面描写をするシーンを上手に

使い分けながら、観客を飽きさせることなく引っ張っ

ていく。主人公が幼馴染の少女と浜辺で野球をして

遊ぶシーンは、どこかで観た懐かしい青春映画を思

い出させてくれる。多くの日本人にとって好奇と偏

見の対象になりがちな朝鮮高校の生徒たちだが、彼

らも普通の青春を過ごしていることを納得させてし

まう。ラストシーンでは、一度は野球を辞めようと

していた主人公が地区予選のマウンドに立ち、様々

な悩みからふっきれた様子が映し出される。キャッ

チャーの友人が駆け寄り、応援に来た朝鮮高校の友

人や親戚を見ながら会話が始まる。「すっげえーなぁ、

オレ今日ほど自分が朝鮮人と思わされた日はないよ」

「やめたいか、朝鮮人」「バッカやろう。オレは生

まれ変わっても朝鮮人でいいよ」「そうだよな、なっ

ちまったのはしょうがねえからな」「そうだよな、

なっちまったのはしかたねえものな」と。

なお、ぴあフィルムフェスティパルの主催者の話

によると『青～chong～』は評判がよいため、一般

の映画館でも公開されることとなり、まず東京で上

映されるとのことです。

アイヌ歳時記 二風谷のくらしと心（萱野茂著，平凡社刊，

2000.8）：700円《二風谷の四季のくらしの中に生き生き

とつづられるアイヌの心》

朝田善之助全記録 ６（朝田教育財団刊，1989.1）《複写》

宇治市歴史資料館年報 平成９年度（宇治市歴史資料館刊，

1998.12）

宇治市歴史資料館年報 平成10年度（宇治市歴史資料館刊，

2000.3）

王権誕生 日本の歴史02（寺沢薫著，講談社刊，2000.1）：

2,310円

淡海国における差別の歴史と部落問題（滋賀県同和問題

研究所編刊，2000.10）

近江の銅鐸と河内の銅鐸 その特色や接点を考える（野洲

町立歴史民俗資料館編刊，2000.10）

女という文字、おんなということば（川田文子著，明石

書店刊，2000.9）：2,415円

釜ヶ崎の保健婦（南和子，亀岡照子著，清風堂書店出版

部刊，1998.2）：1,524円

強制された健康 日本ファシズム下の生命と身体（藤野豊

著，吉川弘文館刊，2000.8）：1,700円《十五年戦争下に

推進された、心身の健康を強制する政策と病者・障害者

たちへの差別を論じる》

京都外国語大学研究論叢 55号（京都外国語大学機関誌編

集委員会編，京都外国語大学国際言語平和研究所刊，

2000.9）

京都市立中学校教育課程指導計画 社会（京都市教育委員

会刊，1997.3）

記録映画「在日」［パンフレット］（映画「戦後在日五

〇年史」製作委員会刊，［1998］）

差別の視線 近代日本の意識構造（ひろたまさき著，吉川

弘文館刊，1998.12）：2,600円

社会科学習における同和問題にかかわる単元の指導 第６

学年参考試案（京都市立小学校同和問題指導委員会，京

都市教育委員会刊，2000.4）
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縄文の生活誌 日本の歴史01（岡村道雄著，講談社刊，

2000.10）：1,500円

女性労働と企業社会（熊沢誠著，岩波書店刊，2000.10）：

660円

人権を疑え！（宮崎哲弥編，洋泉社刊，2000.10）：680

円

人権に対する認識を育てる指導 第１学年～第６学年参考

試案 社会科・道徳・生徒指導（京都市立小学校同和問題

指導委員会，京都市教育委員会刊，2000.4）

人権擁護推進審議会中間答申批判・2000年部落差別事件

真相報告集会（部落解放基本法制定要求国民運動京都府

実行委員会編刊，2000.12）

新潮 第97巻第11号（新潮社刊，2000.11）：920円《佐川

光晴著「生活の設計」所収 職業に「屠殺場」を選んだ

事から起こってくる友人や家族との軋轢を通じて自己の

再建を意図した小説》

［吹田市立博物館］収蔵品展 受け継がれてきた吹田の文

化財（吹田市立博物館編刊，2000.10）

世紀をむすんでひらく展覧会 京都府この100年（京都府

編刊，2000.9）

全国地名駅名よみかた辞典（日外アソシエーツ刊，2000.

9）：7,400円

チビクロさんぽ（Ｈ．バナマン著，森まりも翻訳（改作），

北大路書房刊，1997.10）：1,200円《付録 『ちびくろ・

さんぼ』の差別性をめぐって（守一雄著）》

天皇の戦争責任（加藤典洋，橋爪大三郎，竹田青嗣著，

径書房刊，2000.11）：2,900円

同性愛者として coming outの軌跡（高取昌二著，京都府

教職員組合刊，2000.7）：700円

共なる世界を願って［パンフレット］ アイヌ民族復権運

動・文化伝承の取り組みに学ぶ（［真宗大谷派］刊，

［2000.11］）

二世の起源と「戦後思想」 在日・女性・民族（李順愛著，

平凡社刊，2000.7）：2,500円

日本近代教育と差別 部落問題の教育史的研究（安川寿之

輔編著，明石書店刊，1998.2）：15,534円

「日本」とは何か 日本の歴史00（網野善彦著，講談社刊，

2000.10）：1,500円

にんげんだもの 部落解放同盟滋賀県連合会和田支部25周

年記念誌（1975～2000）（部落解放同盟滋賀県連合会和

田支部編刊，2000.9）

東アジア経済史の諸問題（松田孝一編，阿吽社刊，2000.

11）：2,700円《遊牧とオアシスの民―その共生と対立は、

シルクロードの過去の物語ではなく、人間社会の根源的

あり様を示唆する》

ひとめぼれ 日系アメリカ人・小橋川ファミリーの20世紀

（小橋川ディック次郎著，「ひとめぼれ」刊行会刊，

1999.12）：1,500円

部落解放研究第14回京都府集会報告書（部落解放基本法

制定要求国民運動京都府実行委員会刊,［2000.6］）

（社）部落解放・人権研究所としての「人権教育のため

の国連10年」に対応した行動計画の策定について（案）

（部落解放・人権研究所刊，2000.9）

ミス・アメリカは聞こえない 聴覚障害児を育てた母親の

記録（ダフネ・グレイ著，径書房刊，2000.3）：2,300円

身分を問い直す シリーズ近世の身分的周縁６（久留島浩，

高埜利彦，塚田孝，横田冬彦，吉田伸之編，吉川弘文館

刊，2000.11）：2,500円《シンポジウム「近世の身分的

周縁」記録》

無差 第７号（京都外国語大学日本語学科研究会編刊，

2000.3）

もののけ姫［映画パンフレット］（東宝刊，1997.7）

《複写》

矢田同和教育推進協議会『2000年度臨時総会』議案書

（矢田同和教育推進協議会刊，2000.12）

歴史民俗学 №18 特集習俗としての犯罪（歴史民俗学研

究会編，批評社刊，2000.10）：1,300円

わたしたちの町いまむかし［特別展資料］（舳松歴史資

料館刊，2000.11）

明日を拓く 東日本の部落・差別問題研究 第34・35号 （東日本部落解放研究所刊，2000.3）：2,000円
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特集 誌上講座「解放への歩み―課題と足跡」

近代初頭、埼玉における解放への闘い―「解放令」前

後と祭礼参加を中心に 石田貞／千葉県の部落解放運

動が直面していること 鎌田行平／差別の現実に学ぶ

―都同教とともに25年 松浦利貞／脅迫状が崩れた―

狭山第二次再審請求棄却決定批判と異議申し立て審の

新証拠 島谷直子／部落差別の歴史的性格を考える 藤

沢靖介

同和地区の住環境整備事業から一般地区の住環境整備へ、

さらに都市政策化へ 内田雄造

IMADR-JC通信 №108（反差別国際運動日本委員会刊，

2000.9）

本の紹介 『部落問題のパラダイム転換』（野口道彦著）

鍋島祥郎

ウィングスきょうと 第41号（京都市女性協会刊，2000.

12）

図書情報室新着案内

『京都発 不登校ガイドブック』（不登校ガイド受講

生＆おふぃすパワーアップ編集）／『ジェンダー・エ

クィティを拓く家庭科』（斉藤弘子他著）／『ひとり

で生きる』（毎日新聞社・生活家庭部編）／『私たち

の会社はじまり物語 Her Story』（日野かえこ・さと

うみどり著）

大阪人権博物館紀要 第４号（大阪人権博物館刊，2000.

12）

全国水平社の組織原理―規約の検討を通して― 朝治武

被差別部落の衛生調査とトラホーム対策 小島伸豊

1900年代初頭の西浜部落と皮革業―第5回内国勧業博覧会

にみる製品を中心に― 吉村智博

「障害者」とは誰の言葉か 松永真純

渡辺村の墓所と火屋に関わる史料 村上紀夫

「二期」から「三期」へ部落解放運動の発展3―遅れぬよ

うに、間違わぬように― 向井正

聞き取り 手縫い靴職人・加藤信夫さん 太田恭治

生涯学習施設としての博物館―博物館サービスについて

考える― 吉川是久

大阪の部落史通信 23（大阪の部落史委員会刊，2000.9）

近世における「えた村」―枝郷としての「えた村」を中

心に― 北崎豊二

片岡智氏による拙著への批判に寄せて―書くことの難し

さと読むことの難しさ― 寺木伸明

高田陽介「三昧聖―畿内惣墓地帯の集団―」を読んで 森

田康夫

細民調査と部落改善に関する協議会 里上龍平

岡山部落解放研究所報 第212号（岡山部落解放研究所刊，

2000.10.10）

インターネット（パソコン通信）上の差別書き込み事件

（下） 若林義夫

岡山部落解放研究所報 第213号（岡山部落解放研究所刊，

2000.11.10）

中国と日本の教科書に現れた南京大虐殺 佐橋謙

岡山部落解放研究所報 第214号（岡山部落解放研究所刊，

2000.12.10）

書評『よみがえる部落史』（上杉聰著） 研究者は漁師、

教師は料理人―部落史研究の成果を生かした部落史学習

を求めて― 藤田孝志

解放教育 №395（解放教育研究所編，明治図書出版刊，

2000.11）：680円

特集 たしかな表現力を育てる―書くことの意味

書くことの意味―識字学級での出会いから 蔵本穂積

／日記―子どもが大人を書くとき 天野里子／子ども

たちに心の中を書きつづらせよう 黒田紀子／お母さ

んからの手紙 池田雅治／生活つづり方in中学校―よ

り質の高い集団づくりのために 細井司／子どものこ

とばとからだがひらかれるとき―つづることと出会う

ことの意味 森知美香／自らが選び、つづることから

―5年生1学期の文章表現指導 増田俊昭／系統的なつ

づり方の指導がどうしても 大久保幸一／子どものこ

とばのよき読み手でありたい―確かな表現力を支える

ために 坂田次男

記者OBの視点 南北朝鮮の指導者が握手した夏の終わりに

…… 溝上瑛

書評 『「保育一元化」への提言』（鈴木祥蔵著） 人権

保育の視点から、保・幼の二元体制を問う 田中文子

解放教育おりおりの断章５ 野本武一さんとの出会い 川

向秀武

解放教育 №396（解放教育研究所編，明治図書出版刊，

2000.12）：680円
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特集 メディア・リテラシー―「21世紀の学力」を育てよ

う

学校にとってメディア・リテラシー教育とは何か 森

田英嗣／メディア・リテラシーの取り組みをめぐる最

近の動向 西村寿子／「メディア・リテラシー」を子

どもたちの手に 山谷滋／メディアにこだわってみよ

う 尾澤るみ子／高校における総合的な学習としての

「メディア・リテラシー」教材づくり 糀秀章／学校

図書館とメディア・リテラシー 有吉末充／インター

ネットで実現する参加型学習―バリアフリー社会をめ

ざして 上田学

書評 『現代中国と教師教育―日中比較教育研究序説』

（黒沢惟昭・張梅著） 森山沾一

図書紹介 『学校づくりと人権総合学習』（長尾彰夫著）

田中節雄

解放教育おりおりの断章６ 埼玉県同教の結成にかかわっ

て 川向秀武

職業及び世系に基づく差別に関する資料

解放教育 №397（解放教育研究所編，明治図書出版刊，

2001.1）：680円

特集 多文化共生の教育をめざして―教育現場からの発信

多文化共生教育と国際人権 榎井縁／わける力とつな

ぐ力―多文化共生教育への視点 志水宏吉／ベトナム・

カンボジアの子どもたちと共に―日本語指導を通して

見えてきたもの 金川香雪／中国帰国生徒教育の現状

と課題 葉映蘭／エスニック・アイデンティティとは

何か―在日朝鮮人教育の場合 金泰泳／人権教育国際

交流の可能性―地域・学校・保護者の連携による 国

際交流地域実行委員会／最近のアメリカの多文化教育

事情 平沢安政／資料 外国人児童生徒にかかわる教育

指針 兵庫県教育委員会

現代社会の疎外と教育研究 黒沢惟昭

書評 『メッセージ・ソング―「イマジン」から「君が代」

まで』（藤田正著） 中島一江

解放教育おりおりの断章７ 狭山事件の教育課題とは何か

川向秀武

『毎日新聞』「社説」の混乱・独善について 中村拡三

月刊解放の道 201号（全国部落解放運動連合会刊，2000.

10）：350円

“死せる巨人”滋同教の崩壊を論じる―21世紀に部落問

題を持ち越さないために今必要なこと― 山脇正孝

広島県における「同和教育」をめぐる過去と現在―とく

に県立高校の学校現場を中心に―下 名越弘文

資料 人権救済制度と人権擁護委員の役割―全国人権擁護

委員連合会の意見

月刊解放の道 202号（全国部落解放運動連合会刊，2000.

11）：350円

「解同条例」を今世紀中に廃止するために 藤岡誠

異常な全同教高知大会について 西村導郎

「東大阪市における同和事業の終結に向けての意見書」

について 全解連大阪府連

資料 部落解放運動の発展的転換をはかる基本方針 全国

部落解放運動連合会

月刊解放の道 203号（全国部落解放運動連合会刊，2000.

12）：350円

三重県教委の不当な懲戒処分とたたかう 弓矢伸一

「人権教育及び人権啓発の推進に関する法律案」の衆議

院可決に抗議する声明 全国部落解放運動連合会

「人権教育及び人権啓発の推進に関する法律案」関連資

料

人権侵害救済の論議とあるべき枠組みを考える 奥山峰夫

資料 人権擁護推進審議会第48～第49回会議議事要旨

かわとはきもの №113（東京都立皮革技術センター台東

支所刊，2000.9）

はきもの・ノート68 金銅製履／こんどうせいのくつ

2001年春夏ファッション傾向 菊原亜紀江

シリーズ子ども靴について６ 等差方式の問題点について

大野貞枝

最近の輸入靴事情―革靴分野で地殻変動が進行中― 柏恒

夫

靴の歴史散歩58 稲川實

季節よめぐれ 第156号（京都解放教育研究会刊，2001.1）

高校の総合学習の可能性について―人権学習とのかかわ

り― 長尾彰夫

季節よめぐれ 第157号（京都解放教育研究会刊，2001.2）

21世紀に向けた人権教育の再構築―学びの復権と教育コ

ミュニティづくり― 平沢安政

グローブ №23（世界人権問題研究センター刊，2000.10）
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近くて近い民族 上田正昭

ジェンダーでよむ女性の歴史7 「小原女」と「酒つくり」

田端泰子

荊冠旗 №1102（部落解放同盟大阪府連合会池田支部刊，

2000.10.2）

新刊紹介 『秘伝たこ焼きの踊り食い』（野瀬泰申著）

荊冠旗 №1104（部落解放同盟大阪府連合会池田支部刊，

2000.10.30）

荊冠旗特選新刊情報

『道元「禅」とは何か』（遠藤誠著）／『「憲法大好

き」宣言』（佐高信・福島瑞穂共著）／『聖教新聞の

読み方』（渡辺武達著）／『環境レイシズム アメリ

カ「がん回廊」を行く』（本田雅和著）／『夕刻のコ

ペルニクス』（鈴木邦男著）／『母と息子の囚人狂時

代』（三沢知廉著）

荊冠旗 №1105（部落解放同盟大阪府連合会池田支部刊，

2000.11.13）

映画

「ポルノグラフィックな関係」（フレデリック・フォ

ンティーヌ監督）／「カル」（チャン・ユニョン監督）

／「スリ」（黒木和雄監督）／「キューバ・フェリス」

（カリム・ドリディ監督）

藝能史研究 №151（藝能史研究會刊，2000.10）

《難波》成立の背景―応永15年の将軍義持の家督継承前

後の状況をめぐって― 天野文雄

『藝能史研究』総目次（１号～150号）

『藝能史研究』執筆者索引（１号～150号）

紹介

『塚原弘幹文庫目録』（園田学園女子大学近松研究所

編）／『寛政期の前後における江戸文化の研究』（千

葉大学大学院社会文化科学研究科刊）／「コクトゥカ

クシノリと八幡古表神社・古要神社の傀儡子舞」（村

上祥子著，『朝鮮学報』171号）

研究所通信 №266（部落解放・人権研究所刊，2000.10）：

100円

読んでみたい議論してみたい文献 『地域の教育改革～学

校と協働する教育コミュニティ』（池田寛著）

研究所通信 №267（部落解放・人権研究所刊，2000.11）：

100円

読んでみたい議論してみたい文献

『多様性トレーニング・ガイド―人権啓発参加型学習

の理論と実践』（森田ゆり著）／「エコファンドのエ

コ度比較」（河口真理子著，公害対策技術同好会『資

源環境対策』Vol.36）

研究所通信 №268（部落解放・人権研究所刊，2000.12）：

100円

読んでみたい議論してみたい文献

『企業評価の新しいモノサシ 社会責任からみた格付

基準』（斎藤槙著）／『Study Guide メディア・リテ

ラシー』（鈴木みどり編）

こぺる №92（こぺる刊行会刊，2000.11）：300円

新しい戦いの方針をみんなで創造していくための基本的

立場の提起 山下力

コメント 藤田敬一

第17回部落問題全国交流会分科会報告 第1分科会 部落問

題の現在 野町均

ヒロの落書き帳 多田ヒロミ

こぺる №93（こぺる刊行会刊，2000.12）：300円

社会批判とその倫理的根拠（その１）―差別における統

合主義と市民社会原則 竹田青嗣

第17回部落問題全国交流会分科会報告 第2分科会 自らに

とっての部落問題―装飾を捨て、出会った現実のみを見

据える 東谷修一

こぺる №94（こぺる刊行会刊，2001.1）：300円

社会批判とその倫理的根拠（その２）―差別における統

合主義と市民社会原則 竹田青嗣

第17回部落問題全国交流会分科会報告 第3分科会 部落解

放運動―いま何が必要なのか 恩智理

在日朝鮮人史研究 №29（在日朝鮮人運動史研究会編，

1999.10）：2,400円

「内地」渡航管理政策について―1913～1917年を中心に

― 福井譲

戦前尼崎の朝鮮人融和団体・内鮮同愛会について 堀内稔

映画『海を渡る友情』と北朝鮮帰国事業（上） 高柳俊男

在日韓国・朝鮮人教育における民族と国家に関する一考

察―呼称を手がかりとして― 岸田由美

近年の在日朝鮮人史研究の動向をめぐって 外村大

「在日同胞歴史資料館」のことなど 崔碩義
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「第10回朝鮮人・中国人強制連行・強制労働を考える全

国交流集会inきゅうしゅう」参加の記 飛田雄一

資料紹介１ 在日本大韓民国居留民団中央総本部社会部第

8回全体大会 経過報告（1949年10月17日） 金英達訳

資料紹介２ （秘）在日同胞の実態 金英達訳

在日朝鮮人史研究 №30（在日朝鮮人運動史研究会編，

2000.10）：2,400円

「第三国人」の起源と流布についての考察 水野直樹

新聞記事に見る在阪朝鮮人の初期形成 堀内稔

1930年代における京都在住朝鮮人の生活状況と京都朝鮮

幼稚園―京都向上館前史― 浅田朋子

戦前日本における朝鮮人対策の転換と朝鮮人保護救済の

形骸化―協和事業における朝鮮人保護救済問題を中心に

― 許光茂

朝鮮人学徒兵経験者呉昌禄さんに聞く 北原道子

姜■【キ】東氏の俳句について 落合博男

映画『海を渡る友情』と北朝鮮帰国事業（下） 高柳俊男

私の在日朝鮮人史研究への関心―その「何故か」と「何

を」 ジェフリー・ベイリス

在日朝鮮人史研究と私 ケン・カワシマ

青丘文庫にて、金英達さんを偲びながら 伊地知紀子

差別とたたかう文化 №19（「差別とたたかう文化」刊行

会編，2000.12）：400円

座談会 裁判所がもっとも法を守らない？ 神坂玲子，神

坂直樹，熊野勝之，秋田実

西宮・芦原同和住宅の住民訴訟 寺下真治

東アジアと日本の文化交流 藤田友治

病気入院と沖縄Ｇ-８サミット 宇井純

狭山差別裁判 322号（部落解放同盟中央本部中央狭山闘

争本部刊，2000.10）：300円

対談 証拠開示を突破口に再審開始を 福島瑞穂・片岡明

幸

解説 足跡新鑑定 ［山口・鈴木鑑定］警察側足跡鑑定は

完全に崩れた

新証拠解説シリーズ４ 神戸第二次鑑定

改めて寺尾判決の責任を問う83 佐藤一

まんが狭山事件37 隠される真実 勝又進

BOOK 『虐待―沈黙を破った母親たち―』（保坂渉著）

狭山差別裁判 323号（部落解放同盟中央本部中央狭山闘

争本部刊，2000.11）：300円

座談会 狭山事件の再審を求める文化人の会 大胆に訴え

再審きりひらこう 前田憲二・庭山英雄・鎌田慧

新証拠解説シリーズ５ Ｔ証言―捜査の問題と部落差別―

改めて寺尾判決の責任を問う84 佐藤一

まんが狭山事件38 ふみにじられた真実 勝又進

狭山差別裁判 324号（部落解放同盟中央本部中央狭山闘

争本部刊，2000.12）：300円

特集 10･31寺尾差別判決26カ年糾弾闘争

新証拠解説シリーズ６ 山口・鈴木鑑定1

改めて寺尾判決の責任を問う85 佐藤一

まんが狭山事件39 父の死 勝又進

BOOK 『十歳の囚人』（D･R･シャンカー著）

雑学 第22号（下之庄歴史研究会刊，2000.11）

〈石原発言〉をささえる世紀末 「少国民」のトラウマと

「帝都」の再興 金井英樹

全国水平社創立宣言の同時代史 朝治武

上熊野地の坤……―新宮部落史年表作成に関わって1―

守安敏司

自由闊達に生きた人々３―ときには異能者として― 上野

茂

《史料紹介》吉田家文書1 吉田栄治郎

鼎談 「同人、相憐れむ」（後）

月刊滋賀の部落 312号（滋賀県同和問題研究所刊，2000.

9）

淡海国における差別の歴史と部落問題（下）

月刊滋賀の部落 313号（滋賀県同和問題研究所刊，2000.

10）

新しいコミュニティの構築を提起する１―草津コミュニ

ティ支援センター― 仲野優子

どこへ行く人権啓発６ 川辺勉

民主的な地域づくりに向けて地域福祉の課題を探る（最

終回） 安達信男

いま、なぜ「人権教育推進」なのか―その主体は誰か５

木村光夫

就職差別との闘い７ 柿元清

滋賀県人権施策推進懇話会提言の概要

月刊滋賀の部落 314号（滋賀県同和問題研究所刊，2000.

11）
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新入生人権アンケートから見えてくるもの（上） 松井秀

徳

新しいコミュニティの構築を提起する２―草津コミュニ

ティ支援センター― 仲野優子

いま、なぜ「人権教育推進」なのか―その主体は誰か６

木村光夫

就職差別との闘い８ 柿元清

月刊滋賀の部落 315号（滋賀県同和問題研究所刊，2000.

12）

新入生人権アンケートから見えてくるもの（下） 松井秀

徳

どこへ行く人権啓発７ 川辺勉

同和教育終結後の課題を探る 『淡海国における差別の歴

史と部落問題』を読んで 甲津義彦

新しいコミュニティの構築を提起する３―草津コミュニ

ティ支援センター― 仲野優子

いま、なぜ「人権教育推進」なのか―その主体は誰か７

木村光夫

就職差別との闘い９ 柿元清

人権教育 第13号（人権教育研究所編，明治図書出版刊，

2000.11）

特集 いま、わたしたちにとっての参加型学習

「超えるために教える 自由の実践としての教育」―

参加型学習の多目的性と多様性、そしてわたしが参加

にこだわる理由 角田尚子／社会を変える個人のため

の参加・体験型学習 山田泉／「自己開示」をともな

う参加型学習 白井俊一／オーダーメイドの参加型 加

藤久美子／社会人としての自発的参加型地球市民学習

～気づきから本業・地域社会への行動～ 菊地健／わ

たし流参加型学習のすすめ 丸山まり子／学校が参加

型学習の思想で運営されるために 下村哲史／ワーク

ショップをおこなうために 花立都世司／人権教育の

世界にソフトランディング！ 神村早織／あの落とし

穴はどこへ 金香百合／私にとっての参加型学習～意

味するもの、学ぶもの 加藤敏明／”参加型学習”再

考―現状分析の試みを始めて 田村紀子

情報交差点

『FACILITATOR心に火をつける人、消す人』（赤池学・

金谷年展・仲雄政幸著）／『ボランティア未来論―私

が気づけば社会が変わる』（中田豊一著）／『他民族

共生社会ニッポンとボランティア活動』（田村太郎著）

／『子どもの参画―コミュニティづくりと身近な環境

ケアへの参画のための理論と実際』（ロジャー・ハー

ト著，木下勇・田中治彦・南博文監修，IPA日本支部

訳）

月刊スティグマ №61（千葉県人権啓発センター刊，2000.

10）：500円

特集 危機にある子どもの人権

“厳罰化”の嵐とこどもたちの危機―少年法「改正」

問題をめぐって― 池口紀夫／恩寵園裁判判決の概要

と報告 浦島佐登志／「国連子どもの権利委員会」か

ら日本政府への勧告のポイント 伊藤美好／柏児童相

談所訪問～現場の声を聞いてきました／千葉県に「子

ども人権条例」をつくろう！―県民による条例づくり

の取り組み― 米田修

部落問題は今21 青年たちを覆い始めた暗雲 鎌田行平

月刊スティグマ №62（千葉県人権啓発センター刊，2000.

11）：500円

特集 在日外国人への権利保障

在日外国人の地方参政権問題について 渡部豊夫／朝

鮮学校に一条校に準ずる処遇を 金白東／「中国等帰

国孤児子女」児童への日本語教育 もりすぐる

部落問題は今22 「小見川新報」で差別中傷記事 鎌田

行平

月刊スティグマ №63（千葉県人権啓発センター刊，2000.

12）：500円

特集 人権の21世紀へ

男女平等社会は成熟社会 岩橋百合／子どもの人権と

学校 藤田恭平／介護保険と人権 尾形冨美子／「障害

者」差別の根本 熱田弘幸／同和問題とは 鎌田行平／

アイヌ民族と人権 鎌田行平／在日外国人の人権にお

ける現状と課題 小林洋子／特定疾病者と人権 鎌田行

平

同和教育 №463（全国同和教育研究協議会編，2000.10）：

125円

人権文化を拓く46 もっと深い眼差しで 川富士立夏

同和教育 №464（全国同和教育研究協議会編，2000.11）：

125円
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人権文化を拓く47 「ジェンダー」が問うもの 米田眞澄

同和教育 №465（全国同和教育研究協議会編，2000.12）：

125円

人権文化を拓く48 まちづくりと風の人 畠中洋行

同和教育論究 第21号（同和教育振興会刊，2000.10）

〈講演記録〉「人権教育のための国連十年」と同和教育

―共生を喜び合うくらしのために― 寺澤亮一

同朋運動の批判性―同朋運動五十年を迎えるにあたって

― 岩本孝樹

「宗門檀那請合之掟」を読む―過去帳の意味することの

点検のために― 西脇修

韓国にナヌムの家を訪ねて―日韓の仏教徒の真の交流を

はじめるために― 小武正教

仏教への回帰―盂蘭盆経を中心として―榎本宗雄

〈史料紹介〉『願通寺文書』1

書評 『希望の倫理学―日本文化と暴力をめぐって―』

（持田季未子著） 神戸修

はらっぱ №201（子ども情報研究センター刊，2000.10）：

700円

第21回全国保育集会レポート 保育所での子育て支援 別

当律子

選挙権年齢の引き下げと若者の政治参加をめざして 高橋

亮平

子ども主体の人権保育の創造 鈴鹿市立白子保育所

子どもたちの現在7 児童福祉施設で生活する子どもの権

利と責任 許斐有

私の本棚

『ぼくにとっての学校』（日高敏隆著）／『借家と持

ち家の文学史』（西川祐子著）

はらっぱ №202（子ども情報研究センター刊，2000.11）：

700円

「教育改革国民会議」中間報告を読む 高田一宏

そらちのたわごと 第４回修学旅行 くまがいそらち

地域ぐるみの子育て 奈良県菟田野町

私の本棚

『モンジュイックのふくろう』（さえぐさひろこ作，

棚橋亜左子絵）／『反乱するメキシコ』（ジョン・リー

ド著）

PICK UP 『障害者問題ゼミナール２―癒しの関係をもと

めて』（障害児の生活と共育を考える部会編）

はらっぱ №203（子ども情報研究センター刊，2000.12）：

700円

少年法改正案の厳罰化部分に強く反対する 瀬戸則夫

私の本棚

『倫理21』（柄谷行人著）／『ずーっとずっとだいす

きだよ』（ハンス・ウィルヘルム著，久山太市訳）

ヒューマンライツ №151（部落解放・人権研究所刊，

2000.10）：525円

国連特別総会「女性2000年会議」 谷口真由美

差異が差別となる社会の変化を求めて―国連人権会議イ

ンターン報告 中條オルガ

ナヌムの家に暮らして 米倉万有美

私の見た90年代の戦争３ エルサルバドルの停戦の日 宇

田有三

戦後歴史学を歩む10 結婚、出産やセクハラの体験をもと

に日常茶飯事の歴史を究明 脇田晴子 聞き手溝上瑛

新しい風54 部落解放運動は今 運動サイドで“男女平等

条例案” 辻暉夫

博物館と人権学習12 博物館資料を読む力 小島伸豊

部落の歴史あれこれ29 肉食と天皇 塩見鮮一郎

人権教育「教材」を読む１ 「難民―祖国を去らねばなら

なかった人びと」（ジル・リター、レフュージー・カウ

ンシル） 阿久澤麻理子

筆者と一時間 障害者差別の実態と日本の社会構造を浮き

彫りにする―『障害者差別の社会学』要田洋江著 野嶋ス

マ子

メディアをいま人権からよむ 貧富の差と寿命の差 中川

健一

図書紹介 『「表現の自由」を求めて』（奥平康弘著）

田畑重志

今月のおすすめ

『苦悩する先進国の生涯学習［増補改訂版］』（黒沢

惟昭・佐久間孝正編著）／『戦争を知るための平和学

入門』（高柳先男著）／『メディア批評』（Ｐ・ブル

デュー著、櫻本陽一訳・解説）／『アメリカのユダヤ

人迫害史』（佐藤唯行著）／『環境レイシズム アメ

リカ「がん回廊」を行く』（本田雅和、風砂子・デア

ンジェリス共著）
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ヒューマンライツ №152（部落解放・人権研究所刊，

2000.11）：525円

連続する少年事件と少年法「改正」論議を考える 石井小

夜子

オトナも「少年」だったはずなのに 森絹江

子どもが理解できない大人たち 栗原とも

私の見た90年代の戦争４ 変わらぬ現実―救世主はいまだ

現れず 宇田有三

戦後歴史学を歩む11 女しか出来ない歴史学、男が見落と

してきた史実から 脇田晴子 聞き手溝上瑛

新しい風55 部落解放運動は今 全国初の大阪人権議員フォー

ラム 辻暉夫

部落の歴史あれこれ30 晩年と覚醒 塩見鮮一郎

男女平等に逆行する大阪地裁判決 「採用区分」の違いは

男女差別ではない？ 大野町子

児童虐待防止法の施行を前に 森田ゆり

アイデンティティと差別・偏見 第4回 主体性の確立とは？

石川結加

今月のおすすめ

『男女摩擦』（鹿嶋敬著）／『市場独裁主義批判』

（ブルデュー監修，加藤晴久訳）／『アイヌ歳時記

二風谷のくらしと心』（萱野茂著）／『思想検事』

（荻野富士夫著）／『介護にんげん模様 少子高齢社

会の「家族」を生きる』（春日キスヨ著）

ヒューマンライツ №153（部落解放・人権研究所刊，

2000.12）：525円

人種主義・人種差別・排外主義・不寛容に反対し力を合

わせて行動する国際年 藤岡美恵子

「外国人、お断り」と人種差別の撤廃 Ｔ・ラズロ

ナヌムの家に暮らして２ 米倉万有美

私の見た90年代の戦争５ 「湾岸戦争」を振り返って―戦

争勃発 宇田有三

戦後歴史学を歩む12 グローバルなネットワークで共同研

究 脇田晴子 聞き手溝上瑛

新しい風56 部落解放運動は今 NROの船出 辻暉夫

博物館と人権学習13 地域博物館 小島伸豊

人権教育「教材」を読む２ 『社会と自然―わたしたちの

消費しているもの』（ジョン・ハックル編） 阿久澤麻理

子

本の紹介 『性のグラデーション』（橋本秀雄著） 脱・

性の二元性 花立都世司

図書紹介 『近代日本のハンセン病と子どもたち・考』

（滝尾英二著） 金泰九

メディアをいま人権からよむ 攻めて守る人権 中川健一

今月のおすすめ

『企業評価の新しいモノサシ 社会責任からみた格付

基準』（斎藤槙著）／『子どもの参画 コミュニティ

づくりと身近な環境ケアへの参画のための理論と実際』

（ロジャー・ハート著）／『「天声人語」の天皇と戦

争 〈神の国〉報道研究』（松浦総三著）／『社会福

祉実践とアドボカシー 利用者の権利擁護のために』

（西尾祐吾・清水隆則著）／『幼稚園が変わる 保育

所が変わる 自治体発：地域で育てる保育一元化』

（森田明美編著）

ひょうご部落解放 95号（兵庫部落解放研究所刊，2000.9）：

700円

特集 司法を私たちの手に

狭山裁判と司法の民主化 庭山英雄／司法制度改革の

現状と視点 丹治初彦／長期裁判を許さないために 甲

山裁判から考える 麻田光広／甲山事件から 荒木潔／

子どもの権利条約と兵庫の現状と課題 人権問題講座

講演 上田日出子／「障害者」の人権の拡大と司法

「改革」への期待 須山達之／外国人の人権と裁判 も

りきかずみ

狭山闘争と記録映画『日独裁判官物語』 内藤成幸

〈女から女へ〉解放運動の中の女性６ 「女性差別なんか

言うてられへんかった」 皇甫康子

映画評 『ザ・ハリケーン』（ノーマン・ジュイソン監督）

萩原弘子

論文紹介 「〈研究ノート〉浅草の被差別部落とキリスト

教―19世紀末、日本聖公会の活動」（友寄景方著，『解

放研究』東日本部落解放研究所紀要，2000.3） 栗林輝夫

書評

『知っていますか？捜査と報道一問一答』（佐藤友之

著） 友寄景方／『ドキュメント 弁護士』（読売新聞

社会部著） 須山達之／『法化社会へ日本が変わる』

（久保利英明著） 須山達之

部落 667号（部落問題研究所刊，2000.10）：525円
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特集 人権啓発を考える

人権教育・啓発の法的措置要求をめぐって 梅田修／

人権啓発を考える前提―人権意識をめぐって― 生田

周二／滋賀県における人権啓発の動向 東川嘉一

和歌山県白浜町における人権学習推進基本方針の策定

と人権学習 木下延秀

ホントに本当！虚構理論を斬る７ 「部落差別」は法的に

規制すべきだ？ 奥山峰夫

文芸の散歩道 『その村の新年』―明治維新後の近江屠畜

業にみる搾取と部落差別― 片岡清子

本棚 『歴史と教育 部落問題の周辺』（成澤榮壽著）

木下浩

人間に光を 部落問題解決へのあしどり７ 教育 東上高志

やき山村ご一新物語19 平井清隆

部落 668号（部落問題研究所刊，2000.11）：525円

特集 民族の権利とたたかい

アメリカ合衆国の人種差別を考える―司馬遼太郎のア

メリカ― 大塚秀之／先住少数民族と教育―「強制同

化教育」としての「寄宿舎学校」― 松本公忠／アイ

ヌ民族共有財産裁判の経過と課題 大脇徳芳／永住外

国人の地方参政権問題を考える 小牧薫／北京で「民

族」について考えたこと 桂島宣弘

同和行政終結への確かな見通し―東大阪市同和行政研究

会意見書の意義― 鈴木良

京都府園部町・西岡廣子さんの無罪をかちとり真相究明

を―社会福祉法人長生園短期利用者負担金不明事件― 村

下博

ホントに本当！虚構理論を斬る８ 人権問題が存在する要

因は人権に対する国民の理解が不十分だから？ 村下博

文芸の散歩道 明石鉄也「火線」その他―プロレタリア文

学と部落問題― 住田利夫

本棚 『セクシュアル・ハラスメントと人権―キャンパス・

セク・ハラの見方・考え方』（新谷一幸著） 大河原眞美

人間に光を 部落問題解決へのあしどり８ 行政 東上高志

やき山村ご一新物語20 平井清隆

部落 669号（部落問題研究所刊，2000.12）：525円

特集 「介護保険」の実態から人権を考える

座談会 介護保険の実態から人権を考える 中谷隆亮・

細見りつ子・三輪道子・谷勇男／国民に犠牲を押しつ

ける社会保障・医療の切り捨てを問う 真田是／利用

者と家族の立場に立ったケアマネジメント・介護保障

の充実をめざして―ケアマネジャーアンケートの結果

がしめすもの― 松本隆浩

本来の地方自治を求めて 連帯型地域社会と市民自治 富

野暉一郎

夫・パートナーの暴力根絶に向けて 平川和子

「人権教育・啓発」推進法（案）その本質を問う 成澤栄

壽

「和歌山県同和教育研究協議会」解散集会開催される 堀

口恒夫

ホントに本当！虚構理論を斬る９ 人権教育・啓発によっ

て「差別意識」は解消される？ 生田周二

文芸の散歩道 ”種蒔く人”水平社運動号 渡邉巳三郎

人間に光を 部落問題解決へのあしどり９ 共同 東上高志

やき山村ご一新物語21 平井清隆

部落解放 477号（解放出版社刊，2000.11）：630円

特集 人権保障システムの未来形

イマジン―人間らしく生きるために 「下から」の視

点でつくる国内人権システム 山崎公士／新しい人権

ビジョンの確立をめざして 窪誠／新たな人権救済シ

ステムの創設にむけて 人権委員会の創設と人権擁護

委員制度の改編 金子匡良／人権のための制度設計 既

存システムの再構築 藤本俊明／人権政策提言骨子

（案） 人権フォーラム21規制・救済部会作業部会

太鼓の音71 中上健次と部落問題 川元祥一

「おたく」と差別用語 中森明夫

IMADRアップデイト スリランカの内戦と国内避難民女性

―ニマルカ・フェルナンド理事長にきく

映像フリースペース 「十五才―学校Ⅳ―」（山田洋次監

督） 新しさと古さが 白井佳夫

やっぱり今この本を６ 『黒い風を見た…』（小沢冬雄著）

今江祥智

東京音楽通信 黒人のための黒人によるインターネット・

ラジオ 藤田正

本の紹介

『「生きる糧」となる教育を求めて 人権教育論集』

（野田龍三著）／『近世身分と被差別民の諸相 〈部

落史の見直し〉の途上から』（寺木伸明著）
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多様な人々が助け合うために 多文化共生防災実験に参加

して 金井秀人

「男性雑誌」はやっぱりセックスで売る！ 「雑誌診断プ

ロジェクト」体験記―“男らしさ”はつくられる 瀬尾徹

志

ルポルタージュ部落１ 野仏にこめられた祈り 小諸の被

差別部落を歩く（上） 鎌田慧

差別によって構築された近代警察（下） 警察機構から部

落が切り捨てられる過程 川元祥一

近代の奈落を歩く13 歴史に呼び出された男たち（中）

松田喜一、泉野利喜蔵、栗須七郎、そして大阪の水平運

動 宮崎学

部落解放 478号（解放出版社刊，2000.12）：630円

特集 大逆事件と被差別部落

大逆事件と部落問題 熊野・新宮グループと被差別部

落 沖浦和光／「毒取る」大石誠之助と被差別部落の

ひとびと 辻本雄一／高木顕明 大逆事件と部落問題の

接点 泉惠機

宮武外骨に学んだこと 河上進

映像フリースペース 「太白山脈」（イム・グォンテク監

督） 分断の血の悲劇 白井佳夫

東京音楽通信 ジョン・レノン魂の絶叫 藤田正

やっぱり今この本を７ 『ナビル―ある少年の物語』（ガ

ブリエル・バンサン作，今江祥智訳） 山下明生

本の紹介

『森の棘 花の記憶』（にしばねよしこ脚色，南一平

作画）／『又会おう どこかで』（盛善吉さんを偲ぶ

会編集委員会編）／『強制された健康』（藤野豊著）

／『女という文字、おんなということば』（川田文子

著）

中国残留邦人とその家族の人権 汪麗霞さん家族の現状を

通して 丹羽雅雄

いま、人権教育に求められること 阿久澤麻理子

職場を変えた”ふれあい作業” 大阪市清掃職員の新たな

行政サービス 西田英二

近代の奈落を歩く14 歴史に呼び出された男たち（下）

松田喜一、泉野利喜蔵、栗須七郎、そして大阪の水平運

動 宮崎学

部落解放 479号（解放出版社刊，2001.1）：630円

特集 『部落問題・人権事典』完成

『部落問題・人権事典』を発刊して 村越末男／座談

会 人権への広がりが部落問題を鮮明に 福田雅子，中

尾健次，森実，友永健三，金井宏司／国際人権基準の

国内人権基準化を期待する キﾑドンフン／多くの増補

と記述の改訂を 乾武俊／日本近代史研究の成果とし

て 小林丈広／部落と労働問題 福原宏幸

映像フリースペース 「ダンサー・イン・ザ・ダーク」

（ラース・フォン・トリアー監督） 辛い人生の歌と踊り

白井佳夫

東京音楽通信 古謝美佐子がもたらす救い 藤田正

やっぱり今この本を８ 『でんせつ』（工藤直子詩，あべ

弘士絵） 今江祥智

本の紹介

『よみがえる部落史』（上杉聰著）／『沖縄シンポジ

ウム報告集』（国際シンポジウム「東アジアの冷戦と

国家テロリズム」日本事務局刊）／『超少子化―危機

に立つ日本社会』（鈴木りえこ著）／『「在日」が差

別する時される時』（ほるもん文化編集委員会編）

ホルモン奉行１ 牛の巻 角岡伸彦

「地域的要素」を捨象して部落問題は語れない―野口道

彦著『部落問題のパラダイム転換』を読む 谷元昭信

ユニークフェイスとは何か 松本学

追憶の日々を越えるとき 西田英二

部落解放運動情報 51号（［部落解放運動・情報］編集委

員会刊，2000.10）：300円

こんな本がでています 『悲鳴をあげる身体』（鷲田清一

著）

部落解放運動情報 52号（［部落解放運動・情報］編集委

員会刊，2000.11）：300円

こんな本がでています 『東電OL殺人事件』（佐野眞一著）

部落解放運動情報 53号（［部落解放運動・情報］編集委

員会刊，2000.12）：300円

こんな本がでています 『人権を疑え！』（宮崎哲弥編著）

／『浅間山荘事件の真実』（久能靖著）

部落解放研究 第136号（部落解放・人権研究所刊，2000.

10）：1,000円

特集 インターネット上における部落差別事件

インターネット上における部落差別事件―論点整理
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（部落解放運動は何を提起しているか）― 北口末広

／差別的表現とインターネット 内野正幸

民俗芸能を伝承するということ―和歌山県有田郡湯浅町

北栄地区の春駒を事例として― 政岡伸洋

戦前期「不良住宅地区」の変容過程（上）―不良住宅地

区・被差別部落・在日朝鮮人― 杉本弘幸

企業倫理をめぐる日本企業の現状と課題 高嚴

書評

『教育評価を考える―抜本的改革への提言』（長尾彰

夫，浜田寿美男編） 斎藤史恵／『荒川の部落史―ま

ち・くらし・しごと』（「荒川部落史」調査会編）

永瀬康博／『人権のまちづくり―参加・交流・パート

ナーシップ』（部落解放・人権研究所編） 内田雄造

／『ホームレス／現代社会／福祉国家―「生きていく

場所」をめぐって―』（岩田正美著） 福原宏幸

部落解放研究 第137号（部落解放・人権研究所刊，2000.

12）：1,000円

特集 マイノリティ女性と2000年世界女性会議

「北京+5」から2001年人種主義反対差別撤廃会議へ―

草の根と国連とをつなぐ立場で― 武者小路公秀／グ

ローバリゼーションと「労働の女性化」―日本におけ

る移住労働の現状と戦略― 大脇雅子／国連特別総会

「女性2000年会議」とマイノリティ女性―部落女性の

視点から― 松本めぐみ／国連特別総会「女性2000年

会議」―在日コリアン女性の視点から― 李栄汝

国連人権小委員会第52会期報告 中條オルガ

美作改宗一件（上）―新史料による穢寺制および幕府宗

教政策の再検討― 小椋孝士

戦前期「不良住宅地区」の変容過程（下）―不良住宅地

区・被差別部落・在日朝鮮人― 杉本弘幸

書評

『野洲の部落史―通史編・史料編―』（野洲町部落史

編さん委員会編） 村上紀夫／『フランスの貧困と社

会保護―参入最低限所得（RMI）への途とその経験―』

（都留民子著） 大谷強／『ウォッチ！規約人権委員

会―どこがずれてる？人権の国際基準と日本の現状―』

（国際人権NGOネットワーク編） 窪誠／『子どものエ

ンパワメントと教育』（部落解放・人権研究所編）

脇田学

部落解放史ふくおか 第99号（福岡部落史研究会刊，2000.

9）：1,050円

特集 部落史におけるテキストクリティークⅡ

江戸時代の牛皮輸入（上）―皮田の役割に関連して―

阿南重幸／延岡非人頭平助・平五郎の引退 比江島哲

二

絶対的穢れ観の形成について（完） 遠藤和夫

資料紹介 『人種平等は質を意味する―イギリスとウエー

ルズにおける地方自治体に対しての人種平等の基準』

（人種平等委員会、1995年） 山田澄子

史料紹介 近世民衆史の泉38 古文書学習会

部落解放ひろしま 第49号（部落解放同盟広島県連合会刊，

2000.11）：1,000円

特集 セクハラと女性の人権

セクシュアル・ハラスメントが提起してきたもの 丹

羽雅代／セクシュアルハラスメントの防止について

土井頼信／女性への暴力と女性差別―女性の人権確立

をめざして21世紀へ― 松井やより／「セクハラホッ

トライン」について 佐藤富美枝／セクハラの背後に

ある男女不平等 神永礼子

「処分」一点張り教育行政のあり方を問う 小森龍邦

ＩＴ革命の光と影１―デジタル・デバイドと公教育の役

割― 藤川伸治

「神道 文化・習俗論」を問う射程３ ―公教育の中で行

われる、神楽の神道性を問う― 小武正教

月刊部落問題 №286（兵庫部落問題研究所刊，2000.10）：

350円

特集・解放運動の発展的転換

綱領的文書「部落解放運動の発展的転換をはかる基本

方針」の決定を受けて 丹波正史／部落解放運動の発

展的転換に向けて―兵庫の実践を通じての問題提起―

森元憲昭

生活総合支援事業化と地域福祉事業所づくりへの挑戦

西脇忠之

月刊部落問題 №287（兵庫部落問題研究所刊，2000.11）：

350円

特集 同和の垣根のない町づくり

民主町政三年目、同和の垣根のない町づくり人づくり

東野敏弘／人権教育・啓発の法的措置をめぐる動向
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と問題点―国民を責め立てる教育・啓発― 梅田修

アイヌ民族をめぐる諸問題４ 加藤西郷

近代の社会的差別50 友愛会の歴史的意義と社会事業４

布川弘

［復刻］1902年、渚松閑人「神戸の沖仲仕」について 後

藤正人

月刊部落問題 №288（兵庫部落問題研究所刊，2000.12）：

350円

特集 京阪神・韓国の旅―京阪神３都市部落研集会25周年

記念

近代の社会的差別51 友愛会の歴史的意義と社会事業５

布川弘

アイヌ民族をめぐる諸問題５ 加藤西郷

部落問題 調査と研究 №148（岡山部落問題研究所刊，

2000.10）：650円

「部落問題」誌の名称変更に係わる名称の募集について

「同和地区児童・生徒の基礎調査」をめぐる最近の動向

中島純男

西尾幹二『国民の歴史』を読む1 岩間一雄

「いじめ」の政治学３ ―「人権」と「権力」― 小畑隆

資

大正期の文学に現れた人間観７ ―夏目漱石『こヽろ』の

世界― 川端俊英

史料は語る１ 倉敷村の牢番１ 大森久雄

忘れられた農民一揆３ 明治４年県南四郡騒動始末記 清

野忠昭

部落問題 調査と研究 №149（岡山部落問題研究所刊，

2000.12）：650円

パネル・ディスカッション 人権擁護のあり方（上） 生

田周二，小畑隆資，服部融憲，石岡克美

西尾幹二『国民の歴史』を読む２ 岩間一雄

アジアのなかの日本３ 北海道旧土人の百年 竹内和夫

大正期の文学に現れた人間観８ ―芥川龍之介「侏儒の言

葉」の世界― 川端俊英

史料は語る２ 倉敷村の牢番２ 大森久雄

忘れられた農民一揆４ 明治４年県南四郡騒動始末記 清

野忠昭

本願寺史料研究所報 26号（本願寺史料研究所刊，2000.9）

西本願寺所蔵 古本本願寺系図について 平松令三

水と村の歴史 信州農村開発史研究所紀要 第15号（信州

農村開発史研究所刊，2000.7）

私は自分で自分をダメにしていました 狩野俊猷

「共生」と人権 門馬幸夫

延宝五年の五郎兵衛新田村「本高」所持状況―本高反歩

名寄帳の紹介から― 五島敏芳

ある酒造制限令違反事件について 大澤廣

文久期幕領の年貢増徴に関する史料の紹介 山崎圭

もやい ながさき部落解放研究 第41号（長崎県部落史研

究所刊，2000.10）700円

はじめての（？）部落問題学習 傳均

藩領を越えた被差別民の「移動」を、長崎『犯科帳』に

みる 梅崎純司

第19回九州地区部落解放史研究集会をおえて 竹森健二郎

図書紹介 『学校文化とジェンダー』（木村涼子著） 門

更月

『犯科帳』史料紹介（文化十年～文政四年）―「部落」

史関連記事―

Rights ライツ Vol．18（鳥取市人権情報センター刊，

2000.11）

今月のいちおし 『人の世に生きて、生かされて』（向井

正著）

ルシファー 第３号（水平社博物館刊，2000.10）

座談会 「水平社博物館展示にかかわって」

公開講座報告１ 今田丑松と水平社創立者たち 守安敏司

公開講座報告２ 戦時下の水平社運動 朝治武

ガイドボランティアの体験から 吉岡隼平

解放新聞 第1989号（解放新聞社刊，2000.10.9）：80円

映画 「伝説の舞姫 崔承喜～金梅子が追う民族の心」

（藤原智子監督）

山口公博が読む今月の本
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『中上健次と熊野』（柄谷行人・渡部直己編）／『山

谷崖っぷち日記』（大山史朗著）／『最新・世界地図

の読み方』（高野孟著）

解放新聞 第1991号（解放新聞社刊，2000.10.23）：80円

今週の一冊 『タスマニア最後の「女王」トルカニニ』

（松島駿二郎著）

解放新聞 第1992号（解放新聞社刊，2000.10.30）：80円

今週の一冊 『海の帝国 アジアをどう考えるか』（白石

隆著）

山口公博が読む今月の本

『青べか物語』（山本周五郎著）／『絵巻物に見る日

本庶民生活誌』（宮本常一著）／『国定忠治』（高橋

敏著）

解放新聞 第1993号（解放新聞社刊，2000.11.6）：120円

映画 「あんにょんキムチ」（松江哲明監督）

Video 「セブン・イヤーズ・イン・チベット」（ジャン・

ジャック・アイ監督） 川崎彰彦

今週の一冊 『Hunet―人権の目で見る写真誌』Vol.１

解放新聞 第1994号（解放新聞社刊，2000.11.13）：80円

今週の一冊 『アメリカのユダヤ人迫害史』（佐藤唯行著）

解放新聞 第1995号（解放新聞社刊，2000.11.20）：80円

今週の一冊 『女性労働と企業社会』（熊沢誠著）

解放新聞 第1996号（解放新聞社刊，2000.11.27）：80円

山口公博が読む今月の本

『無援の抒情』（道浦母都子著）／『霊性のネットワー

ク』（鎌田東二・喜納昌吉著）／『江東歳時記 清瀬

村（抄）』（石田波郷著）

図書紹介 『よみがえる部落史』（上杉聰著） 中尾健次

解放新聞 第1998号（解放新聞社刊，2000.12.11）：80円

Video 「ナビイの恋」（中江祐治監督） 川崎彰彦

今週の一冊 『沖縄、基地なき島への道標』（大田昌秀著）

解放新聞 第1999号（解放新聞社刊，2000.12.18）：80円

今週の一冊 『「慰安婦」戦時性暴力の実態1』（VAWW-

NET Japan編）

解放新聞 第2000号（解放新聞社刊，2000.12.25）：80円

今週の一冊 『野獣系でいこう！！』（宮台真司著）

解放新聞 第2001号（解放新聞社刊，2001.1.1）：160円

映画 「13デイズ」（ロジャー・ドナルドソン監督）／

「ダンサー・イン・ザ・ダーク」（ラース・フォン・ト

リアー監督）／「シックス・デイ」（ロジャー・スポティ

スウッド監督）

解放新聞東京版 第510号（解放新聞社東京支局刊，2000.

10.15）：90円

反差別の視点から見た白井佳夫の映像批評 №148 「スペー

スカウボーイ」（クリント・イーストウッド監督）

連載・下町の皮革産業史５ 墨田の皮革産業史を聞く 鎌

田慧

解放新聞東京版 第512号（解放新聞社東京支局刊，2000.

11.15）：90円

反差別の視点から見た白井佳夫の映像批評 №149 「春香

伝」（イム・グォンテク監督）

解放新聞東京版 第514号（解放新聞社東京支局刊，2000.

12.15）：90円

反差別の視点から見た白井佳夫の映像批評 №150 「初恋

のきた道」（チャン・イーモウ監督）
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紫明だより
ホームページを開設してから３ヵ月になりますが、今のところトラブルもなく順調です。カウンターは

1600人を越えていますが、多いのか少ないのかよくわかりません。ホームページを見た方から、メール

も届くようになりましたが、中にはアメリカからのメールもあり、「世界中で見れるんやなぁ」と当た

り前のことに驚いています。Memento２号も１号同様に、ホーム・ページで読むことが出来るようになっ

ています。京都は雪もちらつき、とにかく寒い日が続いています。（Ｐ）

Ｍｅｍｅｎｔｏ（メメント）とは、ラテン語で「記憶する」「考える」の命令形です。京都部落問題研究資料

センター通信は、部落問題や差別問題についてのさまざまな情報提供をすることから、Mementoと名付ける

ことにしました。


